








研究目的 

東京都においても昭和 58 年 10 月より多摩及び島嶼に対し神経芽細胞腫のマス・スクリー

ニングをスポット法(1)で行ってきたところである。この方法は尿中 VMAをパラニトロアニ

リンとジアゾカップリングさせ,その紫色の色調を肉眼で判定するものであり,いくつかの

問題が指摘されているが,その一つに尿中に存在する物質が上記の反応により褐色の色素

を生じ,VMA による紫色に重なって色調が不鮮明となり判定が困難になることがあげられ

る。このことは,当研究班内で行われた精度管理調査に於て,濃縮尿の場合に判定のばらつ

きが大きくなったことからもうかがわれる。我々は,通常のスポット法で発色した後,疑わ

しい検体についてこの褐色物質を迅速にとり除き判定を容易にする方法を試みているので

報告する。 


